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新 登 場 Ｐ Ｃ Ｅ ／ Ｄ Ｄ シ リ ー ズ

ダ ブ ル ダ ン パ ー 式 コ ン ベ ア

連続バッチ吸引式の新しい搬送方法です。

特 徴

１．粉体の吸引は連続式の為、間欠バッチ式

に発生する配管内閉塞がありません

２．高低差のある搬送に最適です。

連続式ですので、高低差を苦にしません。

３．ノズルで粉体を吸引する場合、粉体の逆流

がない為、ノズルからの飛散がありません。

４．連続吸引の為、垂直管での落下がない為

粉体の破損が最小限に抑えられます。

５．高真空連続吸引プラグ搬送も可能です。

機密性が高く、高真空下でのプラグ連続搬

送が可能,で粉体の破損が少なくなります。

６．ブロアタイプは省エネルギー搬送が可能

です。（ＫＷ当たりの搬送量がエジェク

ター方式の約４～１０倍可能です。）

７．医薬品仕様のコンベアも製作可能です。

排出弁を外部に出し、万一故障の場合の

コンタミ混入の危険性を少なくできます。
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従来のバッチ吸引式空気輸送機の問題点

従来の吸引バッチ式空気輸送機は、吸引、排出を繰り返す事により粉体を運ぶ事がで

きます。

しかし、高低差が３～５ｍを越えるケース、搬送距離が７ｍ～１０ｍ以上のケースにな

ると、空気輸送装置排出時に空気の流れが止まる為、 搬送ラインの水平部分、垂直配管

部分で粉溜まり、プラグが形成され、次のサイクル運転スタート時に、配管内閉塞を起

こし、ラインストップが発生、製造コストに大きな打撃となっていました。

当社は

◎『連続吸引バッチ式空気輸送機』を提案致します。

◎ 配管距離は高低差３０ｍ、配官長１００ｍの実力。（スケールアップ可能。）

◎最大搬送能力は ～１２ｔ／ｈの実績。 ◎搬送が少ない動力で可能です。

構造上、高真空搬送が可能な為、プラグ輸送が可能になり、壊れが少ない搬送が可能。
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連続吸引バッチ式空気輸送機の動作説明

上図の①～⑤の動作を繰り返すことによ

り、連続吸引が可能で、粉体は連続バッ

チ排出されます。
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①スタート ②排出弁(上）－開

③排出弁(上)－閉 ④排出弁(下)－開 ⑤排出弁(下)－閉
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型式の説明

ＰＣＢ－＊／＊－＊－＊

ＰＣＥ－＊／＊－＊－＊
エアレーション：付＝Ａ、無＝Ｏ

モデルＮ０ フィルター種類：Ｈ＝ｹﾊﾞﾚｽ、Ｃ＝ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

Ｍ＝ﾒﾝﾌﾞﾚﾝ

真空ポンプ種類：エジェクターＴＹＰＥ１～７

ブロア ＴＹＰＥ 0.81 ～ 3.3

ボディサイズ ：３＝φ２８１、４＝φ４５０

５＝φ６００、ＳＰ＝特注
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株式会社ワイ・エム・エス 代理店

〒 232-0066 横浜市南区六ツ川 3-26-3

ＴＥＬ０４５－７１６－１８０１

ＦＡＸ０４５－７１６－１８０４

真空計

粉体吸引口－２Ｓ
ヘルール溶接

アース端子１個

真空開閉弁接続口

開－￠４黒

閉－￠４赤

エアレーション用￠８

排出弁用φ4-2

エアレーション用￠８

排出弁用φ4-2

ＰＣＢ（Ｅ）－３
本体φ２８０

ＰＣＢ（Ｅ）－５
本体φ６００


